
新潟県
　新潟県言語聴覚士は、9月29・30日に長岡市ともしびまつりに参加しました。今年はSTブースに

2日間で289名もの来場を頂きました。

　その中でも中学生・高校生くらいの方から、「どうやったら言語聴覚士になれますか？」という質問を

頂きました。何年もこのイベントに参加しておりますが、このような質問は多くはありません。

当県士会では、今年度より公益社団法人新潟県理学療法士会、公益社団法人新潟県作業療法士会と協働で、

高校生職場見学を開催し、ST部門では、35名の参加がありました。その際も、問い合わせや反響の大きさを

実感しております。

　現在、少子化を迎えている社会でSTを志してくれる学生がいることはSTの将来を担うであろう心強い

存在です。このようにSTという仕事を市民へ啓蒙することはもちろん、STを目指してくれる学生を増やす

ような活動を地道に行っていくことの大切さを実感した活動でした。

　最後に協力して下さった会員の皆様、本当にありがとうございました。
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